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念
１
敗
電
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【予選 リーグ ・横手 FC一 山辺 中 A】 前半 3分 、横手 FC・ 田中 (左)が 先制

の ゴールを決める一雄和町 ・県営 トレーエ ングセ ンタ
ー (カメ ラ ・相原忠明)

◇
第
８
回
全
日
本
ユ
ー
ス

（Ｕ

‐
‐５
）
フ
ツ
ト
サ
ル
東
北
大
会
（４

日
・
雄
和
町
県
営
ト
レ
ー
エ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
）
　

東
北
各
県
代
表
の

６
チ
‥
ム
が
出
場
。
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
た
予
選
リ
ー
グ
と
、
各

グ
ル
ー
プ
の
１
位
に
よ
る
決
勝
が

行
わ
れ
た
。
本
県
代
表
の
横
手
Ｆ

Ｃ
ヴ
ィ
ゴ
ー
レ
は
、
予
選
リ
ー
グ

ー
敗
１
分
け
と
振
る
わ
ず
、
全
日

本
大
会

（１
月
１１
１
１３
日
・
大
阪

市
中
央
体
育
館
）出
場
を
逃
し
た
。

初
戦
の
Ｆ
Ｃ
み
や
ぎ
に
大

敗
。
そ
し
て
、
決
勝
、
全
国

へ
の
出
場
が
断
た
れ
て
迎
え

た
山
辺
中
Ａ
戦
。
そ
れ
で
も
、
横
手
Ｆ
Ｃ
の
選
手
た
ち
は
必

死
に

「
■
勝
」
を
目
指
し
て

ボ
ー
ル
を
追

っ
た
。

現
チ
ー
ム
で
の
最
初
で
最

後
の
東
北
大
会
。
そ
し
て
、

３
年
生
と

っ
て
ラ
ス
ト
ゲ
ー

ム
。

「
思
い
出
の
試
合
に
な

る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
」

（一向

橋
雅
博
監
督
）
。
そ
の
思
い

を
胸
に
横
手
Ｆ
Ｃ
の
選
手
た

ち
は

一
つ
に
な

っ
た
。

「攻
守
の
切
り
替
え
が
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
」

（Ｇ

Ｋ

・
高
橋
尚
哉
主
将
）
。
初

戦
の
大
敗
か
ら
守
り
を
固
め

た
布
陣
で
活
路
を
見
い
だ
し

た
山
辺
中
Ａ
戦
。
開
始
３
分
。

田
中
の
４
得
点
を
挙
げ
る
活

躍
な
ど
で
６
１
２
で
前
半
を

折
り
返
し
た
。

し
か
し
後
半
、
疲
労
の
見

山
辺
中
Ａ
と
引
き
分
け
に

え
始
め
た
横
手
Ｆ
Ｃ
に
、
予

終
わ
り
肩
を
落
と
す
横
手

想
し
得
な
か
っ
た
結
末
が
用

Ｆ
Ｃ
の
選
手
た
ち
　
　
　
一思
さ
れ
て
い
た
。
立
ち
上
が

り
か
ら
攻
め
込
ま
れ
な
が
ら

も
、
高
橋
直
輝
が
体
を
張
っ

て
シ
ュ
ー
ト
を
止
め
る
と
、

Ｇ
Ｋ

・
高
橋
尚
主
将
も
好
セ

ー
ブ
を
連
発
。
再
三
、
ゴ
ー

ル
を
守

っ
た
の
だ
が
―
。

防
戦

一
方
の
展
開
、
そ
し

て
得
点
を
奪
え
な
い
焦
り
。

残
り
６
分
か
ら
立
て
続
け
に

ゴ
ー
ル
を
割
ら
れ
、
終
了
２

キ
ー
パ
ー
か
ら
の
パ
ス
を
受

け
た
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

・
田
中
恵
介
が
、
個
人
技
で

相
手
を
交
わ
し
先
制
。
そ
の

後
も
カ
ウ

ン
タ
ー
を
武
器

に
、
初
戦
の
憂
さ
を
晴
ら
す

か
の
よ
う
に
得
点
。

「ボ
ー

ル
サ
イ
ド
の
裏
に
入

っ
た
選

手
の
マ
ー
ク
も
う
ま
く
い
っ

▽
予
選
Ａ
グ
ル
ー
プ

娼
争
幾壌鶴
憐球繭貯
（っ離構穀熱海吻
印焼ぱ錬難柾礎離障知

圃横手 FCヴ ィゴー レ圃

①高橋  尚哉 0(横 手南 中)

② 門間 新平 の (横手南 中)

③高橋  直輝 0(横 手南 中)

④後藤  男気 0(鳳   中)

⑤高橋  昂吾 0(横 手南 中)

⑥新 田 義樹 0(栄   小 )

⑦福 田 武蔵 0(朝 倉 小 )

①片桐   倉JO(横 手南小 )

◎高橋  雄也 0(横 手南 中)

⑩ 田中 恵介 0(横 手南 中)

①黒沢   将 0(朝 P_~小 )

⑫鈴 木   翔 0(横 手南 中)

①柿 崎  岳 の (横手南 中)

⑭佐藤   駿 0(浅 舞 小 )

⑮佐々木佑太の (横手南 中)

▽
予
選
Ａ
グ
ル
ー
プ

ぎ
Ｃ
み
や

６
｛４ ２
‐ ―
・ ３
一４

山
辺
中
Ａ

①
Ｆ
Ｃ
み
や
ぎ
２
勝
②
山
辺
中
Ａ
■

敗
■
分
け
③
横
手
Ｆ
Ｃ
■
敗
■
分
け

（
２
、
３
位
は
得
失
点
差
）

▽
同
Ｂ
グ
ル
ー
プ

一勢
沖
８
｛腎
２．
一３
幻
朝

一　封
沖！１４｛”川０■｝・
即筆期鉾

卿
山
ザ
１

２〇
一
・１９
日
・ ３
一４

却
べ
「

①

一
関
中
２
勝
②
郡
山
ザ
ー
ル
■

■
敗
③
リ
ベ
ロ
津
軽
２
敗

▽
決
勝

一　
関

沖

，
｛
４ ３
‐ １
・■
｝２

！却
Ｃ
ぁ

（
一
関
中
、
Ｆ
Ｃ
み
や
ぎ
は
全
国
太

会
に
出
場
す
る
）

前
線
で
踏
中
が
良
く
動

分
前
に
は
同
点
弾
を
決
め

で
く
れ
な
か

っ
た
。

「最
後
は
何
と
し
て
も

ち
た
か

っ
た
」
。
選
手
た

は
こ
う
語
っ
て
に
し
さ
を

み
し
め
た
。
だ
が
、
こ
う

続
け
た
。

「勝
ち
た
い
気

ち
が
引
き
分
け
で
と
ど
ま

こ
と
が
で
き
た
」

「
こ
の

ン
バ
ー
と

一
緒
に
戦
え
て

当
に
良
か

っ
た
」

「
思
い

き
り
楽
し
め
て
ス
ッ
キ
リ

た
」
。
ど
ん
欲
に
勝
利
を

指
し
た
８０
分
間
。
結
果
は

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
横
手

Ｃ
は
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
で
完

燃
焼
を
遂
げ
た
。

（椎
名
　
博
樹

密
暴
許
扶
障
胎

為


